
 
 

4月 19日（水） みんなが楽しめるようにするには、どうしたらいいかな？ 

午前中の園庭にて… 
 

👧みんなで、おにごっこしようー！ 

👦いいよー！『かわりおに』がいい！ 

👧えー！やだー！『こおりにおに』がいい！ 

 

👦やだ！こおりおにはやりたくない！かわりおに！ 

👧かわりおにはやりたくない！こおりおに！ 

 

👦ぜったい、かわりおに！！ 

👧ぜったい、こおりおに！！ 

  こおりおにがいいひと、手挙げて―！ 

 (A くん以外、その場にいたこども全員が手をあげる) 

 

👧ほら、みんな、こおりおにがいいって。 

  A くんは、いやなんだったらやんなければいいじゃん。 

  じゃあ、こおりおにはじめるよー！おにきめようー！ 

 

(氷鬼が始まってしまい、A くんは悲しそうに一人で涙を流す・・) 

氷鬼は嫌なの。 

みんな遊んでて 

だれも、話を 

聞いてくれなかった・・ 

昼食前のミーティングで、 

この出来事について 

みんなで話し合うことにしました 

【担任】 

A くんが悲しくて泣いてたの 

みんな気が付いてた？ 

【こどもたち】 

うん。氷鬼嫌だから 

泣いてたんでしょ 

【担任】 

じゃあ、なんで A くんが氷鬼が 

やりたくないのかは知ってる？ 

【こどもたち】 

えー・・ それはわかんない・・ 

【A くん】 

氷鬼で、捕まった時に 

こうやって助けてくれるの待つの、 

疲れちゃうから嫌なの！ 

(片足をあげて立つポーズ) 

【こどもたち】 

じゃあ、それならこういうポーズなら 

疲れないんじゃない？ 

【こどもたち】 

それに、別にポーズしなくても 

大声で「助けて」って言えばわかるしね 

氷鬼が人気だったからって、違う意見の A くんだけを仲間外れにするのは違うよね。 

どうして A くんがやりたくないと思うのかを聞いて、こうやってみんなで考えられたらよかったね。 

それぞれ、やりたいことが違うのはあたりまえだけど、それでもみんなが楽しめるように考えていこうね。 


